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●今月の主な内容
片貝まつり   2 ～ 3
平成 22年度決算状況の公表   4 ～ 6
3R推進月間   7
中越大震災 7周年復興祈念イベント   8
ファミリー・サポート・センター会員募集   12
健診・お知らせ   13 ～ 16

　9月23日㈷、「動物ふれあいフェスティバル
inおぢや」が開催されました。
　あいにくの雨の中、会場では、警察犬の模範
演技や「アジリティー」と呼ばれる人と犬が一
緒に行う障害物競走、フリスビー犬の紹介など
が行われ、犬の見事な演技に大きな歓声があ
がっていました。
　また、ポニーの試乗体験や、ウサギやヤギと
のふれあいコーナーもあり、参加者はふだんな
かなか接することのない動物たちとふれあい、
楽しいひと時を過ごしていました。

パッカパッカ♪楽し～い！
～動物ふれあいフェスティバルinおぢや～



片
貝

ま
つ
り

四尺玉花火（9日）馬
ば

簾
れん

（9日）

小学生鼓笛隊パレード（10日） 伝統祭り屋台引きまわし（8日）

賑わう露店 民踊流し（8日） 片貝巫女爺子供教室（8日）



　
9
月
8
日
㈭
〜
10
日
㈯
、
片
貝
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
10
日
が
土
曜
日
に
あ
た
り
、
ま
た
天
候
に

も
恵
ま
れ
た
た
め
、
県
内
外
か
ら
約
20
万
人
が
片
貝

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
片
貝
の
夜
空
に
は
、
多
く
の
人
が
見
つ
め
る
中
、

次
々
と
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
祈
願
す
る
花
火
も
打
ち

上
げ
ら
れ
、た
く
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
花
火
は
、

訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

四尺玉花火（10日）

片貝花火太鼓（10日）

古式豊かな筒引き（9日）

片貝大花火音頭（10日）

奉納木遣り 県下選抜招待相撲大会（10日） 古式玉送り（10日）



―　

平
成
22
年
度
の
決
算
状
況
の
公
表

市
の
財
政
を
見
て
み
よ
う

主
な
事
業

▽
小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
（
吉
谷
小
学
校
屋
内
運
動
場
、
片
貝
小
学

　
校
北
校
舎
・
北
屋
内
運
動
場
、
東
小
千
谷
中
学
校
校
舎
、
千
田
中
学

　
校
屋
内
運
動
場
、
南
中
学
校
屋
内
運
動
場
）
 …6
億
3
9
9
2
万
円

▽
小
千
谷
中
学
校
東
校
舎
改
築
事
業
…
…
…
…
…
5
億
6
9
9
1
万
円

▽
小
千
谷
小
学
校
改
築
事
業
（
プ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
外
構
な
ど
）

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
億
6
2
5
3
万
円

▽
救
助
工
作
車
更
新
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
2
4
8
万
円

▽
消
雪
パ
イ
プ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
…
…
…
…
…
…
…
6
8
5
7
万
円

▽
信
濃
川
右
岸
河
川
公
園
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
4
8
8
8
万
円

一
般
会
計

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
1
9
3
億
3
0
7
0
万
円
、

歳
出
総
額
は
1
8
7
億
2
3
7
0
万
円
で
、
そ
の
差
額
6
億
7
0
0
万

円
を
平
成
23
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
1
億
2
1
1
8
万

円
は
平
成
22
年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た
工
事
な
ど
の
繰
越
し
で
、
使
い

道
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
実
際
の
黒
字
額
は
4
億
8
5
8

2
万
円
と
な
り
ま
す
。

市税（市民税・固定資産税など）
　　13万   458円

諸収入・繰入金など
　　8万1,209円

繰越金
　　  1万3,536円

地方交付税（普通・特別交付税）
　　12万3,572円

国・県からの補助金など
　　  8万6,148円

その他交付金など
　　  1万8,547円

市債
　　  4万1,110円

歳 入 市民1人あたり

49万4,581円

人口

39,085 人
（平成22年度末）

市税
50億9,896万円
26.4％

諸収入
15億8,625万円
8.2％
繰入金など
15億8,782万円
8.2％

地方交付税
48億2,983万円
25.0％

繰越金
5億2,905万円
2.7％

国・県からの補助金など
33億6,709万円
17.4％

その他交付金など
7億2,490万円
3.8％市債

16億680万円
8.3％

市民から
45.5％

国・県から
46.2％

借入金
8.3％

歳入
193億
3,070万円

市
民
一
人
あ
た
り
の
歳
出
額

の
推
移

　
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
22
年

度
ま
で
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に
し

ま
し
た
。

　
中
越
大
震
災
の
発
生
に
よ
る

災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
よ
り
平

成
18
年
度
ま
で
増
え
続
け
、
平

成
19
年
度
か
ら
震
災
前
の
規
模

に
戻
り
ま
し
た
が
、
平
成
21
年

度
は
小
千
谷
小
学
校
改
築
事
業

な
ど
に
よ
り
再
び
増
え
ま
し
た
。
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年

平
成
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年

平
成
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年

平
成
16
年

平
成
15
年

中越大震災発生

万円



　―　市報おぢや10月号

民生費（高齢者福祉や保育園の整備など）
　　10万5,642円

教育費（学校の整備や文化・スポーツの振興など）
　　8万5,249円

総務費（事務や財産の管理など）
　　  6万1,282円

土木費（道路や河川の整備など）
　　  6万   406円

公債費（市で借りたお金の返済）
　　  5万1,883円

商工費（商工業の振興や観光施設の整備など）
　　  3万8,865円

衛生費（健康増進や環境対策など）
　　  2万8,295円

農林水産業費（農林水産業の振興など）
　　  2万3,243円

消防費（消防活動など）
　　  1万7,357円

議会費など
　　  6,830円

平成22年度決算状況の公表

市
の
財
産
の
状
況

　
市
の
財
産
に
は
学

校
な
ど
の
土
地
、
建

物
の
ほ
か
、
将
来
実

施
す
る
事
業
の
た
め

の
積
立
金
で
あ
る
基

金
や
、
有
価
証
券
、

出
資
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
主
な
財
産
の

状
況
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

市
債
（
借
入
金
）
の
状
況

　
市
債
は
、
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
お
金
を
借
り
入
れ
る
も

の
で
す
。
一
般
会
計
の
平
成
22
年
度
末
の
残
高
は
前
年
度
に
比
べ

1
億
7
0
9
6
万
円
、
市
民
一
人
あ
た
り
1
2
4
5
円
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

主な財産の状況

区　分 状　況

公
有
財
産

主
な
施
設

小学校 11校

中学校 5校

保育園 13園

公営住宅 488戸

有価証券 2,908万円

出資による権利 7,688万円

基
金
財政調整基金 40億4,660万円

その他特定目的基金 42億   330万円

市債残高

会計名
平成21年
度末残高

平成22年
度末残高

市民
1人あたり

一般会計 149億
7,110万円

148億
14万円

37万
8,665円

工業団地事
業特別会計

    2億
2,010万円 4,596万円 1,176円

歳 出市民1人あたり

47万9,051円

その年度の　　　その年度末の
各総額　　　　　市の人口

市民1人あたりの金額

※それぞれの金額を四捨五入しているた
　め、合計と合わない場合があります。

民生費
41億2,900万円
22.1％

教育費
33億3,194万円
17.8％

総務費
23億9,519万円
12.8％

土木費
23億6,096万円
12.6％

公債費
20億2,783万円
10.8％

商工費
15億1,904万円
8.1％

衛生費
11億592万円

5.9％

農林水産業費
9億845万円

4.9％
消防費

6億7,841万円
3.6％

議会費など
2億6,696万円

1.4％

歳出
187億
2,370万円

広域事務組合から引き継いだ分その他事業分災害復旧事業分

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
17
年

平
成
16
年

平
成
15
年

一般会計市債残高の推移

（億円）

127
129 122 120 116 116 126 130

2 8
15 20 18 16 14 12

10 6



―　

平成22年度決算

企
業
会
計

　
企
業
会
計
と
は
、
市
が
直
接
経
営
す
る

企
業
の
会
計
を
い
い
ま
す
。

　
経
営
で
き
る
企
業
は
、
公
共
の
利
益
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
特
別
に
決
め
ら
れ

た
も
の
だ
け
で
す
。

　
小
千
谷
市
の
場
合
は
、
ガ
ス
事
業
と
水

道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
が
あ
り
、
平

成
22
年
度
か
ら
下
水
道
事
業
も
加
わ
り
ま

し
た
。

　
今
後
と
も
、
従
来
に
増
し
て
災
害
に
強

い
施
設
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
年
数

が
経
過
し
た
ガ
ス
管
、
水
道
管
の
布
設
替

な
ど
計
画
的
な
投
資
を
進
め
な
が
ら
、
安

心
と
安
全
性
を
高
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
安
定
し
た
経
営
に
努
め
ま
す
。

　財政健全化判断比率とは、下記の指標で示される財政
状況で、一つでも基準を上回ると早期健全化団体や財政
再生団体となります。
　現在の市の状況は、すべての比率が基準を下回ってい
るため健全であるといえます。

企業会計決算状況

会計名 収益 費用 利益 企業債残高

ガス事業 12億
9,754万円

12億
9,911万円 △157万円     9億

4,926万円

水道事業   7億
5,853万円

  6億
7,032万円 8,821万円   26億

2,720万円

工 業 用
水道事業

  2億
8,069万円

  2億
1,517万円 6,552万円     9億

1,306万円

下 水 道
事 業

15億
3,074万円

14億
5,194万円 7,880万円 164億

4,930万円

決算状況や財政健全化判断比率などについてわからないことなどがありましたら、気軽にお尋ねください。
■問い合わせ／企画政策課財政係 83-3507 plan@city.ojiya.niigata.jp

【指標・用語の解説】

■実質赤字比率

　標準財政規模に対する一般会計などの実質赤字額の比
率で、財政運営の深刻度を示す指標

■連結実質赤字比率

　標準財政規模に対するすべての会計の実質赤字額の比
率で、地方公共団体全体としての財政運営の深刻度を示
す指標

■実質公債費比率

　標準財政規模に対する公債費の比率の 3か年の平均
値で、資金繰りの危険度を示す指標

■将来負担比率

　標準財政規模に対する一般会計などで将来負担する見
込みの債務の比率で、将来財政を圧迫する可能性が高い
かどうかを示す指標

■標準財政規模

　地方公共団体の一般財源（主に市税、普通交付税など
の使い道が特定されない収入）の標準規模

■資金不足比率

　公営企業会計ごとの事業の規模（料金収入規模）に対
する資金不足額の比率で、経営状況の深刻度を示す指標

■早期健全化基準

　財政状況に注意喚起を示す段階の基準値

■財政再生基準

　財政再建が必要となる状態の基準値

■経営健全化基準

　経営状況が悪化している状態の基準値

健全化判断比率
指　標 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 13.30％ 20.00％

連結実質赤字比率 － 18.30％ 40.00％

実質公債費比率 14.30％ 25.00％ 35.00％

将来負担比率 74.50％ 350.00％

＊実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合、「－」で表示

資金不足比率
会　計 資金不足比率 経営健全化基準

工業団地事業 －

20.00％

ガス事業 －

水道事業 －

工業用水道事業 －

下水道事業 －

＊資金不足がない場合、「－」で表示

平成 22年度決算に基づく財政健全化判断
比率・資金不足比率をお知らせします　

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た

め
に
一
般
会
計
と
分
け
て
管
理
す
る
会
計

で
す
。
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
経
費
は
受
益
者
（
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
人
）
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則

で
す
。

　
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う
精
算
事
務
が

終
わ
り
、
平
成
22
年
度
で
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

特別会計の決算状況

会計名 歳入合計 歳出合計 差引額

国民健康保険 38億
5,612万円

36億
8,474万円

  1億
7,138万円

老 人 保 健 219万円 219万円 ー

介 護 保 険 33億
6,413万円

33億
5,195万円 1,218万円

後期高齢者医療   6億
8,890万円

  6億
8,167万円 723万円

工業団地事業   1億
7,798万円

  1億
7,781万円 17万円



今よりもっと「ごみ」を減らすため、私たちにできること
　ごみは私たちが生活するうえで必ず発生するものであり、そのすべてが完全に消えることはありません。私
たちに求められることは、ごみをできるだけ生み出さないということではないでしょうか。
　今よりもっとごみを減らすため、私たちにできることを考えてみましょう。

■身近な取り組み「3R」
　10月は3R推進月間です。
　3Rとは「リデュース」「リユース」「リサイクル」を指し、この3つを繰り返すこ
とでできる身近なエコ活動です。
　みなさんも、できることから始めましょう。

■問い合わせ／市民生活課衛生施設係 83-3509

　―　市報おぢや10月号

3R推進月間

●不法投棄監視装置を設置しました

　不法投棄を防止するために、市内4か所に
不法投棄監視装置を設置しました。
　市では監視装置の設置とともに監視パト
ロールを継続で実施し、不法投棄対策を強化
しています。みなさんも不法投棄を見かけた
場合は小千谷警察署または市役所市民生活課
に連絡をお願いします。

▷小千谷警察署／
　 83-0110
▷市民生活課／
　 83-3509

●ペットボトルの品質評価が　　　
　「Ａ」ランクでした(速報)

　プラスチック製容器包装の本年度の品質検
査の結果が最高評価のAランクであったこと
は、8月10日発行の市報でお知らせしたとお
りですが、ペットボトルも同様に品質検査を
受けています。
　今年度は、9月6日㈫に日本容器包装リサ
イクル協会によるペットボトルの品質検査を
受けました。その結果、小千谷市のペットボ
トルはA～Dのランク中、最高評価の「A」
ランクでした。今後も、ペットボトルの品質
が「A」評価をもらえるよう、みなさんのご
協力をお願いします。

R
リ デ ュ ー ス

educe
（ごみを減らす）

▷量り売りやバラ売りしてい
　る食材を買う。
▷使い捨て商品はできるだけ
　買わない。
▷できるだけ長期間使用でき
　るものを買う。
▷過剰な包装は遠慮する。

R
リ サ イ ク ル

ecycle
（再資源化する）

▷ごみは分別して出す。
▷生ごみ処理機などを活用し、
　堆肥として再利用する。
▷地域や学校などの集団回収
　に積極的に参加する。
▷店頭の回収箱を利用する。

R
リ ユ ー ス

euse
（くり返し使う）

▷衣服やおもちゃなどを、兄
　弟姉妹や友達の間でゆずり
　あう。
▷ビールびんなどはお店に返
　却する。
▷チラシはメモ用紙に、古着
　は雑巾などに再利用する。
▷フリーマーケットやリサイ
　クルショップを利用する。
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○
防
災
楽が

く
し
ゅ
う習
迷
路

　
防
災
を
学
び
な
が
ら
出
口
を
探
す
、
楽
し
い
迷
路

○
ふ
る
さ
と
を
守
る
消
防
展

　
は
し
ご
車
・
救
急
車
両
・
消
防
バ
イ
ク
の
展
示
、

煙
体
験
ハ
ウ
ス

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
園
児
の
歌
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど

開
館
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
時
間
／
午
後
3
時
〜
5
時

■
内
容
／
10
・
23
を
忘
れ
な
い

■
講
師
／
渥
美
公
秀
さ
ん（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

　
一
般
開
放
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
主
催
／
10
・
23
を
忘
れ
な
い
実
行
委
員
会

■
協
力
／
小
千
谷
市
、
㈳
小
千
谷
青
年
会
議
所
、
上

ノ
山
町
内
会
、
自
衛
隊
高
田
駐
屯
地
第
2
普
通
科
連

隊
、
N
P
O
法
人
防
災
サ
ポ
ー
ト
お
ぢ
や
、
お
ぢ
や

復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

■
時
間
／
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

「
そ
な
え
館
」
一
般
開
放

■
時
間
／
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
5
時

屋
外
イ
ベ
ン
ト

■
時
間
／
午
前
11
時
〜
午
後
5
時

■
内
容
／

○
自
衛
隊
に
よ
る
防
災
訓
練
・
展
示

　
大
震
災
の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
自
衛
隊
に
よ
る

炊
き
出
し
訓
練
や
車
両
展
示
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

○
ふ
る
さ
と
交
流
テ
ン
ト
村

　
市
内
団
体
に
よ
る
炊
き
出
し
な
ど

10
月
23
日
㈰

中
越
大
震
災
7
周
年　

復
興
祈
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
／

▼
総
務
課
危
機
管
理
室

83
・
3

　
5
0
6

▼
10
・
23
を
忘
れ
な
い
実
行
委
員

　
会
事
務
局

89
・
7
4
8
0

お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
そ
な
え
館
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

新
潟
県
中
越
大
震
災
7
周
年
「
10
・
23
の
つ
ど
い
」

　
大
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
感
謝
の
想
い
と
教
訓
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
一
般
の
み
な
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
多
く

の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

■
時
間
／
午
後
2
時
〜
２
時
45
分

■
会
場
／
総
合
体
育
館

■
内
容
／
式
典
、
東
小
千
谷
小
学
校
児
童
の
合
唱
、
献
花
な
ど

■
主
催
／
新
潟
県
中
越
大
震
災
7
周
年
「
10
・
23
の
つ
ど
い
」
運
営
会
議
（
新
潟
県
、

小
千
谷
市
、
長
岡
市
、
十
日
町
市
、
見
附
市
、
魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
）

お
ぢ
や
10
・
23
の
つ
ど
い

■
時
間
／
午
後
5
時
〜
７
時

■
会
場
／
お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
そ
な
え
館
」
屋
外
（
上
ノ
山
4

4

２
、

市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
楽
集
館
隣
接
）

■
主
催
／
小
千
谷
市
、
10
・
23
を
忘
れ
な
い
実
行
委
員
会

復
興
の
集
い

■
時
間
／
午
後
5
時
〜
6
時

■
内
容
／
式
典
、
黙
祷
、
献
花
、
灯
篭
、

市
内
合
唱
団
に
よ
る
合
唱

追
悼
コ
ン
サ
ー
ト

■
時
間
／
午
後
6
時
〜
7
時

■
出
演
／
レ
イ
ン
ブ
ッ
ク

交
通
の
ご
案
内

　
当
日
、
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
駐
車
場
／
総
合
体
育
館

■
バ
ス
乗
り
場
／
総
合
体
育
館
、
サ
ン
プ
ラ
ザ

■
運
行
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
7
時



●
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
正
し
い
歯
磨
き
を
習
慣
に
し
、

大
切
な
歯
を
守
り
た
い
で
す
ね
（
2
歳
児
歯
科
検
診

で
の
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
）

　
今
年
も
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
今
年

度
、
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
を
お
訪
ね

し
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
い
つ

も
の
こ
と
な
が
ら
、
私
も
ご
長
寿
に
あ
や

か
り
た
い
と
、
み
な
さ
ん
の
生
活
ぶ
り
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
何
で
も
お
い
し
く
食

べ
て
い
る
と
い
う
方
が
、
何
人
か
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
。
食
べ
物
を
お
い
し

く
い
た
だ
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
は
丈

夫
な
歯
で
す
が
、
そ
の
歯
は
人
体
の
中
に

あ
っ
て
、
正
し
く
手
入
れ
を
す
れ
ば
、
自

分
の
心
が
け
次
第
で
、
長
持
ち
を
さ
せ
る

こ
と
の
出
来
る
特
別
な
場
所
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
市
役
所
で
も
、
多
く
の
職
員
が
昼
食
後

に
歯
磨
き
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
い
つ

も
感
心
し
て
い
ま
す
。
ず
ぼ
ら
な
私
は
、

朝
の
歯
磨
き
だ
け
し
か
し
ま
せ
ん
が
、
そ

の
代
わ
り
と
言
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
毎
食
後
に
「
糸
よ
う
じ
」
を
使
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
な
ら
、
少
々
お
行
儀
の
悪

い
話
で
す
が
、
新
聞
を
読
み
な
が
ら
で
も
、

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も
、
歯
の
掃
除
が

で
き
ま
す
。
こ
の
お
か
げ
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
過
去
何
十
年
間
、
虫
歯
が
増
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
歯
は
、
単
に
食
べ
物
を
噛
み
砕
く
た
め

に
だ
け
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
無
い

よ
う
で
す
。
以
前
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た

ら
、
物
を
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
の
話
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
物
を
噛

む
と
歯
の
根
の
部
分
に
あ
る
歯
根
膜
に
力

が
か
か
り
、
そ
の
刺
激
が
脳
の
何
か
所
か

に
伝
わ
っ
て
脳
を
活
性
化
す
る
そ
う
で
す
。

歩
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
高
齢
者
が
、

食
べ
物
を
噛
む
練
習
を
続
け
た
と
こ
ろ
、

庭
仕
事
が
で
き
る
ほ
ど
に
元
気
に
な
っ
た

実
例
も
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　
歯
は
、
我
々
が
思
う
よ
り
も
、
ず
っ
と

大
切
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
谷
井

　
靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す　

52
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作ってみてね！この料理

ゴーヤーと
ひじきのサラダ

＜材料＞（4人分）

ゴーヤー   160㌘
芽ひじき（乾燥したもの）   10㌘
みょうが   2個
しょうがの薄切り   2枚
桜えび   小さじ2
　　レモン果汁   大さじ1
　　しょうゆ   大さじ1
　　砂糖   小さじ1
　　こしょう   少々

＜作り方＞

❶　ゴーヤーは種とわたを除き、薄い半月にする。ひじ
　きは洗い、水につけてもどす。
❷　沸騰したお湯にゴーヤーを入れて10秒ほどゆでて
　冷水にとり、水気をきる。続けてひじきを入れてさっ
　とゆで、ザルにあげてお湯をきる。
❸　みょうがは薄切りに、しょうがはせん切り、桜エビ
　も適当な大きさにきざむ。
❹　❷❸を合わせ、材料Aを加えて混ぜ合わせる。

■献立・調理／小千谷市食生活改善推進委員

＜栄養価＞（1人分）

▷エネルギー22㌔㌍▷たんぱく質2.0㌘▷脂質0.1㌘▷
塩分0.9㌘

A{
☞今月のワンポイント
　沸騰したお湯でゴーヤーをゆでる際、塩に加えて
砂糖を入れてゆでると苦味が和らぎます。



―　

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

6

―　

広告募集中
市報おぢや・市ホームページでは広告を募集して
います。「市報おぢや」の広告掲載料はこの大き
さ（縦45.5㎜×横82㎜）で1枠1回15,000円で
す。詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係 83-3507

ま
ち
の
話
題
 

全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
in
お
ぢ
や
大
会

　

9
月
11
日
㈰
、「
第
14
回
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ

ト
in
お
ぢ
や
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

市
で
開
催
さ
れ
る
の
は
今
回
が
2
回
目
で
、
全

国
か
ら
関
係
者
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
総
会
と
菅す

が
ゆ
た
か豊

さ
ん（
東
京
大
学
教
授
）

に
よ
る
記
念
講
演
「
小
千
谷
の
角
突
き
の
魅
力

を
語
る
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
菅
さ
ん
は
中
越

大
震
災
以
前
か
ら
牛
の
角
突
き
や
錦
鯉
な
ど
の

民
俗
学
研
究
を
通
し
て
東
山
地
区
と
交
流
が
あ

り
、
震
災
後
は
勢
子
や
牛
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て

参
加
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
講
演
は
短
い
時
間

で
し
た
が
、
牛
の
角
突
き
の
魅
力
に
つ
い
て
熱

く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
小
栗
山
の
小
千
谷
闘
牛
場
で
記
念
闘

牛
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
先
立
ち
行

わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
で
牛
の
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
る
荒
木
美
和
さ

ん
が
進
行
を
務
め
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
向

け
て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
東
山
小
学
校
の

児
童
に
よ
る
「
闘
牛
の
歌
」
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
二
十
一
番
の
取
組
が
行
わ
れ
、

暑
さ
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
と
い
う
牛
た
ち

も
気
合
十
分
に
見
ご
た
え
の
あ
る
闘
い
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
詰
め
掛
け
た
お
お
ぜ
い
の
観

客
は
、
会
場
に
響
く
角
が
ぶ
つ
か
り
合
う
に
ぶ

い
音
と
、
そ
の
迫
力
あ
る
取
組
に
時
折
歓
声
を

あ
げ
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

明
る
い
東
小
千
谷
の
集
い

　

9
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
、
東
小
千
谷
体
育

セ
ン
タ
ー
と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
、「
第

28
回
明
る
い
東
小
千
谷
の
集
い
・
東
小
千
谷

総
合
芸
術
芸
能
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
東
小
千
谷
地
区
の
公
民
館
5
分
館

が
中
心
と
な
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

芸
能
発
表
の
会
場
と
な
っ
た
東
小
千
谷
体

育
セ
ン
タ
ー
に
は
お
お
ぜ
い
の
観
客
が
訪
れ
、

出
演
者
の
歌
や
踊
り
に
大
き
な
拍
手
や
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
東
小
千

谷
地
区
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
同
好
会
の

作
品
や
、
東
小
千
谷
小
学
校
一
年
生
の
絵
が

展
示
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
お
お
ぜ
い
の
方
が
訪

れ
、
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
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「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
小

千
谷
さ
く
ら
」
が
開
所

　

10
月
3
日
㈪
、
小
千
谷
駅
内

に
「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
小
千

谷
さ
く
ら
」
が
開
所
し
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
小

千
谷
駅
内
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
借
り
、
障
が
い
福
祉
相
談
事

業
所
と
し
て
障
が
い
者
の
相
談

を
受
け
る
ほ
か
、
地
域
の
方
と

の
交
流
や
障
が
い
の
あ
る
方
が

製
作
し
た
製
品
の
販
売
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
月
〜
金
曜
日

の
午
後
1
時
〜
4
時
30
分
ま
で

開
所
し
て
い
ま
す
。

まちの話題 まちの話題 

小千谷うまいもの祭＆　　　　　　
　　　　　本町いきいき商業まつり

　10月2日㈰、本町2丁目の国道を歩行者天
国にして「小千谷うまいもの祭＆本町イキイ
キ商業まつり」が行われました。
　当日は時折小雨の降るあいにくの天気でし
たが、会場は多くの来場者でにぎわい、行列
のできたブースや、早々と完売になった商品
もありました。ここでしか食べられない限定
品や、初登場の新作商品などもあり、来場者
はたくさんの小千谷の「うまいもの」を堪能
していました。
　また特設ステージでは、幼稚園児の歌やダ
ンス、中学生による吹奏楽、地元バンドの演
奏が披露されました。FM-NIIGATAのパー
ソナリティ「ヤン」さんによるジャンケン大
会もあり、「ヤン」さんの軽妙なトークに会
場は盛り上がっていました。

おぢや稲刈り体験ツアー

　9月24日㈯・25日㈰、NPO法人グリーンライフお
ぢや主催の「おぢや稲刈り体験ツアー」が行われました。
　24日は池ヶ原地内の田んぼで、昔ながらの「手刈
り」と「はさがけ」、コンバインの乗車体験などを行い、
参加者は楽しそうに作業していました。作業終了後に
は、この秋収穫したばかりの新米のおにぎりなどが振
る舞われ、みなさんおいしそうに食べていました。
　25日はさつまいも掘り体験が行われました。参加
した家族は、根が強くてなかなか簡単に掘れないさつ
まいもに苦戦しながらも、都会ではめったに味わえな
い農作業を楽しんでいました。

明
石
堂
一
般
公
開

　

9
月
12
日
㈪
、
小
千
谷
縮
の

創
始
者
で
あ
る
堀
次
郎
将
俊
を

お
ま
つ
り
し
て
い
る
明
石
堂
の

一
般
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
石
堂
は
平
成
18
年
に
市
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建

造
物
で
、
お
堂
の
内
部
や
軒
下

に
は
見
事
な
彫
刻
が
め
ぐ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

1
年
に
一
度
の
一
般
公
開
と

あ
っ
て
、
訪
れ
た
方
々
は
興
味

深
そ
う
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。



―　

○
提
供
会
員
養
成
講
座

　
子
育
て
の
援
助
を
し
て
み
た
い
方
を
対
象
に
、

会
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
／

○
第
1
回
目

▽
日
時
／
11
月
10
日
㈭
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

　
3
時
30
分

▽
内
容
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
概
要
説
明
、
子
ど
も
の
あ
そ
び
な
ど

○
第
2
回
目

▽
日
時
／
11
月
11
日
㈮
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

　
4
時
30
分

▽
内
容
／
乳
幼
児
の
食
事
、
救
命
講
習
な
ど

■
定
員
／
20
人

■
資
格
／
市
内
に
お
住
ま
い
で
健
康
な
方
で
あ

れ
ば
、
性
別
、
年
齢
や
特
別
な
資
格
は
問
い
ま

せ
ん
の
で
、
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
依
頼
会
員
登
録
説
明
会

　
子
育
て
の
援
助
を
受
け
る
た
め
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
ー
を
利
用
予
定

の
方
、
現
在
子
育
て
中
の
方
を
対
象
に
、
登
録

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
10
日
㈭
午
前
9
時
30
分
〜
10
時

30
分

■
定
員
／
10
人

■
資
格
／
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
し
て
い

る
方
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
た
い
方
、
ま
た
は
利
用
す
る
予
定

が
あ
る
方

■
そ
の
他
／
依
頼
会
員
の
申
し
込
み
は
、
平
日

わ
ん
パ
ー
ク
で
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い
方
（
依
頼
会
員
）

と
援
助
を
し
た
い
方
（
提
供
会
員
）
が
、
子
育
て
に
つ
い
て
助
け
合
う
会
員
組
織
で
す
。

　
幼
稚
園
、
保
育
園
へ
の
送
迎
や
、
放
課
後
の
一
時
的
な
預
か
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
会
員
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
員
養
成
講
座
・
登
録
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

■
会
場
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
わ
ん
パ
ー
ク
」

■
受
講
無
料

■
申
込
締
切
／
11
月
2
日
㈬

■
そ
の
他
／
当
日
は
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。（
有
料
・
要
予
約
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
ー
（
わ
ん
パ
ー
ク
内
）

81
・

7
5
8
7

①
援
助
の
申
し
入
れ

　
依
頼
会
員
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
し
、
援
助
を
申

し
込
む
。

②
援
助
の
依
頼

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
提
供
会
員
の
中
か
ら

適
し
た
人
を
選
び
、
連
絡
す
る
。

活
動
の
な
が
れ

③
事
前
打
ち
合
わ
せ

　
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
が
直
接
連
絡
を

取
り
、
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

④
援
助
活
動

　
提
供
会
員
が
援
助
活
動
を
し
ま
す
。
提

供
会
員
の
自
宅
で
預
か
る
こ
と
が
原
則
と

な
り
ま
す
。



うぶごえ教室

　出産や育児のた
めの教室です。ご
夫婦一緒の参加も
大歓迎！妊婦体験
ジャケットもあります。
■日時／11月17日㈭午前9時10
　分～午後0時30分（受付：午前
　9時～9時10分）
■会場／健康センター
■対象／妊婦、1歳未満の子ども
　の母親や父親など
■参加無料
■持ち物／母子健康手帳、エプロ
　ン、三角布、　お子さんの離乳
　食、おんぶひも
■申込締切／11月14日㈪
■申込・問い合わせ／健康センタ
　ー保健係 83-3640

　―　市報おぢや10月号

健診・お知らせ

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に開
　催の場合：正午～

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他
4か月児
健康診査

平成23年
6月生まれ

11月10日㈭ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成22年
12月生まれ

11月  9日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成22年
4月生まれ

11月17日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成21年
10月生まれ

11月18日㈮   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成20年
10月生まれ

11月22日㈫ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

月
乳幼児の健康診査日程

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
　
　
　
　
　
　
　

公
費
助
成
に
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
を
追
加

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
新
た
に
承
認

さ
れ
た
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
を
、
10
月
1
日
㈯
か

ら
公
費
助
成
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」
と
今
回
の

「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
は
い
ず
れ
も
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
同
じ
ワ
ク

チ
ン
を
3
回
接
種
す
る
必
要
が
あ
り
、
途
中
の

変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
初
回
接
種
を
し
て
い
な
い
対
象
者
の
方

に
は
、
個
人
あ
て
に
通
知
を
し
ま
し
た
の
で
、

内
容
を
確
認
し
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ー

ダ
シ
ル
の
接
種
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者
／
平
成
7
年
4
月
2
日
〜
平
成
11
年

4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
小
千
谷
市
に
住
民
票
が

あ
る
女
子

■
接
種
回
数
／
3
回
（
2
回
目
は
1
回
目
か

ら
2
か
月
後
、
3
回
目
は
1
回
目
か
ら
6
か
月

後
に
接
種
）

■
助
成
期
限
／
平
成
24
年
3
月
31
日

■
接
種
費
用
／
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
助
成
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
接
種
は
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係

83
・
3
6
4
0

おやこの食育教室を開催します

　小学生の親子を対象に食育教室を開催します。
　食生活についての学習や調理実習などを通じて、食育につ
いて学んでみませんか。
■日時／10月30日㈰午前9時～午後1時
■会場／健康センター
■講師／小千谷市食生活改善推
　進委員・市管理栄養士
■定員／小学生の親子30人
■内容／食生活についての学習、
　調理実習、会食交流会
■持ち物／エプロン、三角巾、
　筆記用具
■参加無料
■申込締切／10月24日㈪
■申込・問い合わせ／健康セン
　ター保健係 83-3640

※写真は、昨年行われた教室の様子です。



―　

市民芸能まつり

　市内の芸能団体が出演します。ぜひご覧く
ださい。
■日時／10月30日㈰午前10時開場、11時
　開演
■会場／市民会館
■入場無料
■出演団体／アンサンブルすばるの会・らん
　の会、美鈴会、越後おぢや相撲甚句会、松
　崎会小千谷支部、瑠美の会、小雪会、深雪会、
　出雲流藤和会、片貝民踊の会、扇秀会、小
　千谷民踊子すずめ会、小千谷伝統民踊保存
　会ちぢみ、出雲流めぐ美会、NEON　DA
　NCEアカデミー、富久寿大学民踊クラブ、
　北四会、小千谷民謡穂波会、裕彩会、キッ
　ズアカデミー、小粟田共楽会、Piece　C
　rew、東や＆いなせ組、YOSAKOIチーム
　城内、悦美会、城内民踊サークル、千谷民
　踊会、秀桜会、豊舟会、MORI・school、
　楳若、吉谷長命会芸能部、10balls
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課公民館係
　（市民会館内） 82-9111

第31回小千谷市展・小千谷市菊花盆栽展

　第31回小千谷市展・菊花盆栽展を開催します。
力作の数々をぜひご覧ください。
■日時／11月1日㈫～3日㈷午前9時～午後6時
※3日㈷は午後5時まで
■会場／東小千谷体育センター (勤労青少年ホー
　ム隣接）
■展示内容／
▷市展＝日本画、水墨画、洋画・版画、書道、写
　真、工芸・彫塑
▷菊花盆栽展＝菊花、盆栽
■入場無料
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課生涯学習係
　（総合体育館内） 83-0077

第31回片貝総合文化展

　第31回片貝総合文化展を開催します。ご家族
おそろいでお越しください。
■日時／11月2日㈬～3日㈷午前9時30分～午後
　8時※3日㈷は午後3時まで
■会場／片貝総合センター
■展示内容／美術展、陶芸展、生け花展、押し花展、
　写真展、クラブ作品展、菊花展、片貝伝統の文
　化・産業展、小・中学生徒作品、個人出展作品
■入場無料
■問い合わせ／片貝公民館（片貝総合センター内）
　 84-2026

第
3
回
プ
チ
ど
ん
ぐ
り
フ
ェ
ス
タ

　
西
脇
順
三
郎
の
作
品
を
よ
り
深
く
楽
し
め
る
フ
ェ
ス
タ
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

■
日
時
／
11
月
6
日
㈰
午
後
2
時
〜
4
時

■
会
場
／
楽
集
館
3
階
大
ホ
ー
ル

■
内
容
／

▽
第
1
部
：
○
午
後
2
時
〜
ビ
デ
オ
鑑
賞
○
午
後
2
時
30
分

　
〜
詩
集
『
近
代
の
寓
話
』
の
暗
誦
コ
ン
テ
ス
ト

▽
第
2
部
：
午
後
3
時
〜
フ
ル
ー
ト
演
奏
と
詩
集
『
近
代
の

　
寓
話
』
朗
読
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
フ
ル
ー
ト
奏
者
：

　
堀
井
や
す
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
：
大
谷
内
陽
子
さ
ん
、

　
朗
読
者
：
田
中
み
ゆ
き
さ
ん
、
佐
藤
正
機
さ
ん
）

■
そ
の
他
／
詩
集
『
近
代
の
寓
話
』
中
、
短
い
三
編
の
詩
の

暗
誦
コ
ン
テ
ス
ト
の
発
表
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は

賞
品
が
あ
り
ま
す
。
応
募
要
領
な
ど
、
詳
細
は
図
書
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
／
西
脇
順
三
郎
を
偲
ぶ
会
事
務
局
（
図
書
館

内
）

82
・
2
7
2
4

農
林
水
産
祭
参
加
第
51
回
新
潟
県
錦
鯉
品
評
会

　
原
産
地
越
後
の
秋
を
飾
る
新

潟
県
錦
鯉
品
評
会
が
今
年
も
当

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
の
生
産
者
が
丹
精
こ
め

て
育
て
た
錦
鯉
が
出
品
さ
れ
、

優
秀
鯉
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
一
般
公
開
／
▽
10
月
29
日
㈯
審
査
終
了
後
（
午
後
4
時
こ

ろ
）
〜
5
時
▽
10
月
30
日
㈰
午
前
8
時
〜
午
後
3
時

■
会
場
／
総
合
体
育
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

■
入
場
料
／
5
0
0
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

■
主
催
／
新
潟
県
、
㈳
新
潟
県
錦
鯉
協
議
会

■
主
管
／
小
千
谷
市
、
新
潟
県
錦
鯉
品
評
会
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課
農
業
振
興
係

83
・
3
5
1
0

　市内を中心に活動している団体の発表や、
芸術作品などの展覧会が行われます。
　ぜひご覧ください。芸術・文化の秋



募集・お知らせ

■まちのうごき（9月30日現在）

人口と世帯数　※（　）内は前月比
気象データ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

23年9月 過去10年
の平均

23年9月
まで

22年9月
まで

23年9月
まで

22年9月
まで

男 19,281人(－15) 出生 19人 平均気温 22.1℃ 21.9℃ 火災 13件 13件 件数 102件 102件
女 19,686人(－17) 死亡 35人 最高気温 34.3℃ 35.3℃ 救急 1,110件 1,016件 死者 1人 4人
合計 38,967人(－32) 転入 49人 最低気温 10.1 11.7℃ 傷者 127人 126人

世帯数 12,731世帯(±  0) 転出 65人 降水量月計 180.0㎜ 169.2㎜ ◀気象データは、 小千谷市消防本部速報値（観測地：元中子）

　―　市報おぢや10月号

勤労青少年ホーム　講座受講生募集

　勤労青少年ホームでは、講座の受講生を募
集しています。受講料・材料費のほかにホー
ム利用登録料1,000円が必要です。定員まで
随時受け付けます。
※各講座とも申込少数の場合、開催しないこ
　とがあります。申込完了後にキャンセルし
　た場合、材料費などをいただくことがあり
　ます。詳しくはお問い合わせください。
■申込・問い合わせ／平日の午前8時30分～
　午後9時、勤労青少年ホーム 82-8510

●イシュタ・ヨガスクール4th

　イシュタ・ヨガで心と体をリラックス。ボ
ディメイキングにチャレンジしませんか？
■日時／11月2日・9日・16日・30日、12月
　7日（水曜日、計5回）午後7時～8時30分
■会場／勤労青少年ホーム2階軽運動場
■講師／小林麗さん（全米ヨガアライアンス）
■定員／25人
■受講料／2,000円（5回分）
■持ち物など／運動のできる服装(裸足で行
　います)
○イシュタヨガ／イシュタとは「個人」を意
　味し、個人個人のペースでヨガができるこ
　と、引き締め効果が高いことで注目のヨガ
　スタイルです。

●ピラティス・スクール

　日常のストレスを解放して、しなやかで美
しいボディメイキングをしてみませんか？
■日時／11月11日・18日・25日（金曜日、
　計3回）午後7時～8時30分
■会場／勤労青少年ホーム2階軽運動場
■講師／小川千春さん（BASIピラティス認
　定インストラクター）
■定員／25人
■受講料／1,000円(3回分)
■持ち物など／運動のできる服装(裸足で行
　います)、タオル、水分補給のできるもの

心の健康講演会

　近年注目されているアルコールとうつ病、自殺と
の関連、そして未成年者の飲酒問題と、アルコール
は子どもから大人までの身近な問題です。
　アルコールが精神に与える影響やアルコールとの
上手な付き合い方について考える講演会です。
　申し込みは不要です。
■日時／11月7日㈪午後1時30分～3時30分（予定）
■会場／サンプラザ3階大ホール
■テーマ／「身近にかくれたアルコールとこころの
　問題」
■講師／松本俊彦さん（国立精神・神経医療研究セ
　ンター精神保健研究所薬物依存研究部　診断治療
　開発研究室長）
■入場無料
■問い合わせ／健康センター保健係 83-3640
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問　題
　第14回全国闘牛サミット記念
闘牛大会で東山小学校の児童が披
露した歌は何だったでしょう？
①校歌　②国歌　③闘牛の歌
（ヒントは10ページ）
■応募先／〒947-8501小千谷市
役所企画政策課秘書広報係あて
（応募先の住所の記載は不要です）
■締切／
10月25日㈫（当日消印有効）
9月号の答えは①「2団体」でした。
抽選の結果、次の方々が当選しま
した。
金内玲子さん　高野雄夫さん
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ちぢみの里の利用券が当たる

解答をはがきでお送りください。正解者の中から、
抽選で3人にちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当はうれしいのですが…

　澄んだ秋空の暖かい陽を浴びながら塩殿の緩い坂道をたどっていると、刈り
田に稲わらが干してある静かな光景に出会い、スケッチしました。
　描きながら、今年はいろいろあったので、米づくりは大変だったろうなと思
いました。
　ふと、子どものころ、親たちに「マンマの一粒にも人のおかげがある」と言
われたことを思い出し、今実感として、ありがたく大切なことと気付かされま
した。

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４１９
刈り田の風景
（塩殿）

ふれあい活動　参加者募集

　自然を直に感じ・学ぶとともに、
地域の伝承文化にも触れながら交
流・活動しませんか。
■日時／10月30日㈰午前9時～午
　後3時
■会場／東山小学校ほか
■内容／大欅種拾い、植樹活動、杵
　つき餅5人つき・昼食、誘拐被害
　防止教室、吹奏楽部演奏会
■申込締切／10月20日㈭
■申込先／▷生涯学習スポーツ課生
　涯学習係（総合体育館内） 83-
　0077▷東山住民センター 59-
　2003▷小千谷警察署刑事生活安
　全課生活安全係 83-0110
■その他／小学生以下は保護者同伴
■問い合わせ／小千谷警察署刑事生
　活安全課生活安全係 83-0110


